
都
市
整
備
課
か
ら

屋
外
広
告
物
の
掲
出
に
は
許
可
申

請
が
必
要
で
す

　
屋
外
広
告
物
と
は
、
常
時
ま
た

は
一
定
期
間
継
続
し
て
屋
外
に
掲

出
さ
れ
る
看
板
や
広
告
塔
、
横
断

幕
や
立
看
板
な
ど
の
こ
と
で
す
。

　
看
板
な
ど
の
屋
外
広
告
物
を
掲

出
す
る
場
合
に
は
、
市
条
例
に
基

づ
く
ル
ー
ル
を
守
り
、
市
へ
許
可

申
請
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
広
告

物
の
種
類
に
よ
っ
て
許
可
期
間
と

申
請
手
数
料
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
屋
外
広
告
物
を
掲
出
す
る
際

に
は
事
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
す
で
に
掲
出
し
て
い
る
事

業
者
は
申
請
漏
れ
が
な
い
か
、
許

可
期
間
が
切
れ
て
い
な
い
か
な
ど

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

良
好
な
景
観
の
形
成
の
た
め
一
定

規
模
の
行
為
に
は
届
出
が
必
要
で

す
　

本
市
で
は
市
全
域
を「
景
観
計

画
区
域
」と
し
、
良
好
な
景
観
形

成
の
た
め
景
観
条
例
を
制
定
し
て

い
ま
す
。
景
観
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
大
き

な
建
築
物
、
工
作
物
の
新
築
や
外

観
の
変
更
、
開
発
行
為
等
は
規
模

に
応
じ
て
届
出
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
出
石
城
下
町
地
区
、
城

崎
温
泉
地
区
、
江
原
駅
東
地
区
の

景
観
形
成
重
点
地
区
は
小
さ
な
行

為
で
も
景
観
に
与
え
る
影
響
が
大

き
い
た
め
、
原
則
、
全
て
届
け
出

が
必
要
で
す
。

問
都
市
整
備
課
☎
23
－
1
7
1
2

地
籍
調
査
成
果
の
登
記
完
了

　
次
の
区
域
に
つ
い
て
、
地
籍
調

査
の
成
果
に
基
づ
き
、
新
た
に
登

記
の
書
き
換
え
が
完
了
し
ま
し
た
。

庄　
八は
ち
山や
ま
、
タ
キ
ビ
、
庄し
ょ
う

谷だ
に
、
フ

ス
ガ
谷だ
に
、
尾お

ケが

谷だ
に
▽
竹
野
町
小
城   

ワ
ナ
ミ
の
一
部
、
ク
マ
ナ
カ
、
野の

辺べ

、
ア
ラ
谷た
に

、
前ま
え

田だ

、
中な
か

川が
わ
ら原
、

見み

岩い
わ
▽
但
東
町
西
谷　
瀧た
き
ノの

谷た
に
の

一
部（
太
字
は
大
字
名
）問
地
籍
調

査
課
☎
21
－
9
0
6
4

県
産
木
材
価
格
高
騰
対
策
事
業

対
①
県
産
木
材
を
30
％
以
上
使
用

す
る
新
築
木
造
住
宅
②
県
産
木
材

を
30
㎡
以
上
利
用
す
る
内
装
リ

フ
ォ
ー
ム
◆
支
援
内
容
＝
①
最

大
80
万
円
②
20
万
円
の
還
元
申

2
0
2
3
年
2
月
17
日
㊎
ま
で

問
ひ
ょ
う
ご
森
づ
く
り
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー（
兵
庫
県
木
材
業
協

同
組
合
連
合
会
内
）☎
0
7
8
－

3
7
1
－
0
6
0
7

自
筆
証
書
遺
言
書
の
保
管

　
2
0
2
0
年
7
月
10
日
か
ら
法

務
局
で
自
筆
証
書
遺
言
書
の
保
管

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。「
自
筆
証

書
遺
言
書
保
管
制
度
」は
、
法
務

局
で
長
期
間
適
正
に
保
管
す
る
こ

と
に
よ
り
、
遺
言
者
の
死
後
、
相

続
人
に
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
り
、

改
ざ
ん
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
と
い

う
自
筆
証
書
遺
言
の
デ
メ
リ
ッ
ト

を
軽
減
し
ま
す
。
ま
た
、
遺
言
書

保
管
所
に
保
管
さ
れ
て
い
る
遺
言

書
は
、
家
庭
裁
判
所
で
の
検
認
が

不
要
に
な
り
ま
す
。

問
神
戸
地
方
法
務
局
豊
岡
支
局
☎

23
－
0
4
1
7

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

　
建
退
共
制
度
は
、
建
設
現
場
労

働
者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を

秋の全国交通安全運動
９月21日㊌〜30日㊎

夕暮れ時と夜間の交通事故に注意しましょう
　秋口は日没時間が急に早まり、例年、夕
暮れ時や夜間に、重大交通事故につながる
おそれのある事故が多発しています。交通
事故に遭わないために次のことに気を付け
ましょう。
● 夕暮れ時や夜間に外出する場合は、明る

く目立つ色の服装や反射材用品を身に着
ける

● 自転車での走行時は、必ずライトを点灯
する

● 自動車は早めにライトを点灯して走行す
る

● 万一に備え、自転車の損害賠償責任保険
等に加入する

● 飲酒運転、妨害運転（いわゆる「あおり運
転」）をしない

● 車に乗るときは、後部座席を含む全ての
座席でシートベルトとチャイルドシート
を正しく着用する

● 信号機のない横断歩道の手前では歩行者
等がいないことが明らかな場合を除いて
減速し、歩行者がいる場合は、後続車に
注意しながら停止する

● 歩行者の皆さんは、横断
前に必ず、左右の安全を
確認する

問生活環境課☎23-5304
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ニ
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９月の納税
国民健康保険税（普通徴収）　第３期

  納期限　９月30日（金）
　納税は便利な口座振替を利用してく
ださい。
問  税務課収税係☎23-1118

▼
登
録
方
法

① 

ア
ッ
プ
ス
ト
ア（A

pp Store

）、

グ
ー
グ
ル
プ
レ
イ（G
oogle 

play

）で「
マ
チ
イ
ロ
」を
検
索

し
、
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

② 「
お
住
ま
い
の
地
域（
豊
岡
）」

「
興
味
あ
る
分
野
」を
設
定

③ 「
性
別
」「
生
年
月
」を
登
録
し

て
ス
タ
ー
ト

※ 

こ
の
ア
プ
リ
は
、
㈱
ホ
ー
プ
が

作
成
し
て
い
ま
す
。
ア
プ
リ
閲

覧
中
に
広
告
が
表
示
さ
れ
ま
す

が
本
市
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目
的
と

し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で

す
。
事
業
主
が
労
働
者
の
働
い
た

日
数
に
応
じ
て
掛
け
金
と
な
る
共

済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ

の
労
働
者
が
退
職
し
た
と
き
に
建

退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
、
業

界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

問
建
退
共
兵
庫
支
部
☎
0
7
8
－

9
9
7
－
2
3
3
3

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

所
公
立
豊
岡
病
院
他
1
歳
以
上
の

小
児
で
、
緊
急
性
の
な
い
自
己
都

合
な
ど
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、

時
間
外
診
察
料
金
3
3
0
0
円
の

負
担
あ
り
問
公
立
豊
岡
病
院
救
急

受
付
☎
22
－
6
1
1
1

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
な
ど
で「
広
報
と
よ
お
か
」

を
閲
覧
で
き
た
り
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
新
着
情
報
が
配
信
さ
れ
た

り
す
る
無
料
ア
プ
リ「
マ
チ
イ
ロ
」

を
導
入
し
て
い
ま
す
。市
民
の
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
チ
イ
ロ

▼
特
徴

〇 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
接
続
せ
ず
、

ア
プ
リ
か
ら
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も「
広
報
と
よ
お
か
」を
閲
覧

で
き
ま
す
。

〇 

最
新
号
が
発
行
さ
れ
る
と
、
ア

プ
リ
に
お
知
ら
せ
が
届
き
ま
す
。

〇 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
新
着
情
報

を
プ
ッ
シ
ュ
通
知
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
情
報
は
配
信
登
録
し

た
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
分
類
さ
れ

ま
す
。

〇 

利
用
料
は
無
用
で
す
。（
通
信
費

は
各
自
負
担
）

月日 担当医師・住所

９月

４日 吉
よし

田
だ

真
しん

策
さく

（養父市八鹿町・八鹿病院）

11日 太
おお

田
た

秀
ひで

明
あき

（但東町久畑）

25日 赤
あか

松
まつ

　亮
りょう

（九日市下町）
※診療時間は、午前９時〜午後５時

広
報
と
よ
お
か
と
市
の
最
新
情
報
を「
マ
チ
イ
ロ
」ア
プ
リ
で

ＪＲ西日本からのお知らせ

普通回数乗車券の発売終了
　2022年９月30日をもって、ＪＲ西日本
内完結となる普通回数乗車券の発売を終了
します。

※ 身体障害者用、知的障害者用および通学
用の割引普通回数乗車券（通学用割引普通
回数券には放送大学用と通信教育を行う
高等学校用があります）は発売を継続しま
す。

※ 発売終了後も有効期間満了までは、お持
ちの普通回数乗車券をご利用になれます。

　詳しくは右の二次元バーコー
ド、またはＪＲ西日本のホーム
ページをご覧ください。

当たってにっこり地元もほっこり
　ハロウィンジャンボ宝くじの売上金の約４割は、
県内市町の住み良いまちづくりに活用されていま
す。売上金は、各都道府県の販売実績
等に応じて交付されますので、ぜひ、
兵庫県内の宝くじ売り場またはインタ
ーネットでお買い求めください。
◆発売＝９月21日㊌〜10月21日㊎
問兵庫県市町村振興協会☎078-322-1151
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